
○平成２６年のコンテナ取扱貨物数は13,799TEUであり、震災前のＨ２２年と比較し
152％の増。

○要因は、新工場の稼働による日用品（紙おむつ）や原材料（パルプ等）の取扱数が
大幅増。
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酒田港におけるコンテナ取扱貨物量の推移
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※ １TEUは20フィートコンテナ（高さ約2.6ｍ、幅約2.4ｍ、長さ約6.1ｍ）
１個当たりに換算した単位。40フィートコンテナ1個は２TEUとなる。

【出典：・・・酒田港統計年報（平成２６年は速報値）】
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○花王株式会社 酒田工場の
コメント

酒田工場は、酒田港のコンテ
ナターミナルに近接していること
が大きな強みとなって、新工場の
立地の決め手となった。
平成２７年以降のコンテナ取扱

貨物量も増加の可能性がある。
引き続き、コンテナ貨物量増加

に対応できる利用しやすい港の
整備をお願いしたい。


